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1 ．問題 の 目的と所在
　発達障害 の ある子 どもの 親 の ス トレ ス に な りうる もの

と して、  発達障害 の あ る子 ども自身 に 関わ る側 面、 
発達障害の ある子 どもをとりまく周囲につ い て の側面、
の 2 つ の側面を人きく挙げ る こ とがで き る 0王司，200
7） ；小谷，2007など）。
　本研究で は、広汎性発達障害児の 母親に対 して 、我が

子を含む家族に対す る思 い や捉え方の 気づ きを高める 支

援を行 い 、支援の 有効性に関する検討を 目的とした。
2 ．方法
1 ）対象者 ：12歳 （小 6）の 広汎1生発達障害の 男児 （以下、
A 児）の 母親を刻象 とした。父親、母親、A 児、弟 （2歳）

の 4人家旒 父親 （50代前半）はエ リ
ー

トサラリ
ー

マ ン 、
母親 （40歳代）は専業 キ婦 で あっ た 。 両親 ともに 再婚で

あ り、A 児は母親 の 実子、弟は両親 の 実子 で あ っ た。　 A
児は、家庭にお い て独語が多く、

一
方、両親との か か わ

りで は暴言が多かっ た。学校にお い て は、他児、支援員
を 叩 く等の 暴力、暴言が あ り、授業参加も乏 しか っ た。
WISC ．M （12歳0カ月時実施）の 結果は、　 VIQ1〔9、　PI（y
9

、
RQ94 で あっ た。

2 ）期間
・
場所 ； 平成21年5月〜平成22年 2月まで 、原則

月3回言120セ ッ シ ョ ン 、大学の 面接室 で 実施 した。
3 ）本研究開始まで の 両親 の 特徴及び家族 の 状況 ：父親
は 平成20年7月 にパ ニ ッ ク 障害 と診断 され、体調を崩 しや

す く欠勤気味 で あ っ た。 A児 との かかわ りで腹が立ち、
時にA児を叩い た り、暴言を吐い た りす る こ とがあ っ た。
母親 は 、 家事など完璧 に こ なさなければい けない と考え

る傾向があ り、周囲に対して 申し訳ない とい っ た気持ち

を常に抱えて い た。 父親の 体調を気遣い 、N親 の 外出時
に A 児を 緒に 連れ出すなど、で き る 限 り父親とA 児の 接
触する機会を少 なくする よ うに配慮 して い た。
4 ）支援目標及び支援方針 ：A 児 の 家庭における不適切

な関わ り、学校 生 活 の 不適応 か ら、両親の A 児に対する

かかわ り方 へ の 改善が必要だと考 え、主に第1期 （1〜11
セ ッ シ ョ ン ）の 支援 日標 とした。また、目々 の 生活 に 追

われス トレ ス を抱えて い る母親に対して、家族に対する

母親 の 捉え方 の 気づ きを高 め、変容す る こ とが 必 要 だ と

考え、 主 に第2期 （1／〜20セ ッ シ ョ ン）の支援 口標と した。
なお、学校 へ の コ ン サル テ

ー
シ ョ ン を併せ て行っ た。

5 ）手続き ；第1期で は、A 児の 様子を聴き取る中で 、　 A

児の か か わ りに 関する 目標を設定 し、母親が実行可能な
方怯を整理 し、実行 ・

評価してい っ た。第2期で は、特に

母親が家族に対する思い、考え につ い て 表出できたとき、
話語 賞賛した。また 、就寝前にT ＞を消した時刻、父親出
勤状況、途中覚醒などに関す る記録を毎 H母親が取 り、
それ らの 記録に基づ き 、 而接を行っ た、

3 ，面接経過

1 ）第1期 ：W を消 して寝 る ま で の
．
連 の 行動 が 9時ま で

にで きた揚合に ト
ー

クン を与える課題を行っ た （＃1〜）。
暴言や暴力なくや り過 ごす こ とがで き た とき の 状況、対

処法を絵 で 描い た 「覚え書き」 を母 とA児で と もに作成

した （＃3〜）。そ の 他、修学旅行 に 行くま で の 家庭 で の

準備などを通 して、A 児の 話 を母親が丁寧に聴き取る時

間を 1日の 中で適宜設定 した （＃3） 。

　
一
方、＃4以降か ら、家族に対す るふ り返 り、捉え方 に

関する表出が徐々 に増えて きた。　 「どうして私ばか り我
慢 しなくて はい けな い の か 」 と父 に言っ た こ と （＃4）、
自分の 調 子 が悪 くA児に怒 っ た とき に誰 か に止 め て ほ し

い と感 じるこ と （＃6）、家族4人で い ると母にとっ て耐え

られな い こ とが起 こ り、休 H の 夕方に 母がA 児を叩 くこ

とが あ っ た こ と （＃7）、離婚の 相談を父親に拒否 され、
「今の ままで 良い か 分か らない 1 と気持ちを 吐露す る こ

と （＃11）が見られた 。

2 ）第2期 ：＃12に お い て、青あざを作っ て A 児が 来所 し

た 。 そ れを機に、A 児は 両總 人 の 子 どもで あるこ と、2
人 の 子 どもで ある 以 ヒA 児を叩 くこ とを止 め るべ きで あ

る こ とを母親に話 し、母か ら父に直接それ らの 話をする

よ うに 提案 した。母親か ら、A 児の せい で家庭がおか し

くなっ て い るため
、 父親に引け目を感 じ続けて い る、と

の 発言が見られた．＃／3で は、N親か ら父親にA 児を叩か

ない こ とを確認 した こ と、そ の 内容をA 児にも伝えた こ

との 報告があ っ た。父親が 叩か ない で い られた 目には感

謝 の 気持ちを伝え る な ど父親に 対する強化方法につ い て

整理 した。

　そ の 後、A 児と父 親 の 状態 が 良 い 時には母ががんば っ

て い る こ との コ メ ン トが 見られた り 〔＃14）、父 親が手を

あげそ うになっ た ら母親が 」ltめ る こ とをA 児 と確認 した

り （＃15）、［1親な りの 工 夫が見 られた。 ＃16で は、初め

て 医者に今の 思 い を全て伝えられた こ とを肯定的に捉え

る発言 が 見 られた。また 、
「 （父親へ の ）心の重荷が軽

くなっ た」 、　 「こ れまで 自分 の 身体状態 に気づ か ない ぐ

らい 緊張 して い た」 など、自分の 思い や状態に対す るふ

り返 りの 発言が見られた。さ らに、 「 （こ れか らは 思い

を）抱えずに言葉に して い く」 とい っ た、今後取るべ き

行動を宣言す る コ メ ン トもあっ た。＃ユ7で は、父 親に対し

て 考えて い る こ とを 伝 え て ほ しい と要望 し たな ど、父親
との コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン が 高まっ て い る様子が伺えた。

「弟が 生 ま れ て か ら慢性的な緊張 と無力感が続い て い

た 」 、　 「両親で 何 とか取 り組む の が軸 に なっ て い た か ら

進 ん で こ られた」 とい っ たふ り返 りの 発 言 、 「1カ 月前は

死ん で しまえと思 っ て い たが、今は い とお しい 」 とい っ

たA 児 へ の 発言が多 く見 られ た。＃18で は、父親が疲れた

理 山を自発的 に母親に話すよ うになっ た こ との 報告があ
っ た 。 余裕が出て きてA 児の 良い 面 に 目が い き、を誉め

る こ とが増えて い る、との 発 言もあっ た 。

　＃19以降は、両親が A 児を叩くこ とは ほ とん どなくな り、
学校で の トラブル も減少 して い っ た。 さらに、父親は安
定 して 出勤する よ うに な っ た。
4 ．考察

　本研究により、家族の 関わ り方 の 変容が見られた。広

汎 瞠発 達障害児を持 っ N親 に刻す る継続的なコ ン サル テ
ー

シ ョ ン が有効 に機能 した と考えられ る。
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